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地方自治法の平成 24 年改正法の施行に伴う
市川市議会関連条例・規則の改正について

【改正法の議会に関する主な改正点と施行日】

　地方自治法の平成 24 年改正法（９月５日公布）では、

議会制度の見直しに関する事項として、会期制度、招

集手続、議会運営、政務活動費等について、主に次の

点について改正が行われ、公布の日と平成 25 年３月１

日の２段階で施行されました。

・会期制度＜通年議会制に関すること（条例事項）＞

・招集手続＜議長による臨時会の招集＞

・議会運営＜本会議における公聴会・参考人に関す

る制度の追加、委員会に関する規定の簡素化（条

例事項とする）等＞

・政務活動費＜政務調査費から名称を変更、交付目

的を「議員の調査研究その他の活動に資するため」

とする、経費の範囲（条例事項とする）、議長は政

務活動費の使途の透明性の確保に努める＞

　

【市川市議会における条例・規則の主な改正点】

　これに基づき、市川市議会では、関連する条例・規

則について、改正法の趣旨及び施行日を踏まえ、平成

24 年 12 月定例会及び平成 25 年２月定例会において、

各改正案を発議し、これらを全会一致で可決しました。

＜市川市議会会議規則＞

・本会議における公聴会・参考人に関する規定を追加

・その他、法改正に伴う条番号等の文言の整理

＜市川市議会委員会条例＞

・議員が一つの常任委員となる旨を条例に規定

・特別委員の在任期間について、条例に規定

・常任委員、議会運営委員、特別委員の選任について、

条例に規定

＜市川市議会政務活動費の交付に関する条例＞

・「政務調査費」を「政務活動費」に変更

・「調査研究」を「調査研究その他の活動」に変更

・規則で定めていた経費の範囲を条例に規定

議会改革検討協議会の委員構成

　２月 12 日付けで議会改革検討協議会の委員構成に変

更がありました。委員構成は以下のとおりです。

（敬称略）　

座　長　金子　　正
副座長　中山　幸紀
委　員

石原よしのり　　中村　義雄　　石崎ひでゆき
越川　雅史　　青山　博一　　桜井　雅人
宮本　　均　　荒木　詩郎　　小泉　文人
稲葉　健二　　湯浅　止子　　宮田かつみ
鈴木　啓一

議会運営委員会の委員構成

　２月 12 日付けで議会運営委員会の委員構成に変更が

ありました。委員構成は以下のとおりです。

（敬称略）　

委 員 長　松永　鉄兵
副委員長　大場　　諭
委　員

髙坂　　進　　西村　　敦　　佐藤　幸則
青山　博一　　桜井　雅人　　並木　まき
荒木　詩郎　　守屋　貴子　　湯浅　止子

行徳臨海部特別委員会
【日　程】

平成25年１月24日～ 25日

【視察地及び項目】

宇城市

　三角地区都市再生整備計画事業

　三角西港港湾環境整備事業

　三角フィッシャーマンズワーフ

熊本市

　漁港整備事業

　漁場整備事業

　水産業経営基盤強化事業

　水産振興センター整備事業 宇　城　市

【主な視察内容】

　宇城市では、海上交通の結束点である三角地区にお

いて、フェリーの廃止に伴い観光客等の減少が懸念さ

れたため、海洋型地域資源を生かした観光・交流の促

進と誰もが安心して暮らせるゆとりあるまちづくりを

目指し、交付金を活用した都市再生整備事業、観光客

の滞在時間の長期化を図るための三角西港港湾環境整

備事業等を、熊本市では、水産業経営の安定・強化を

図るため、漁場や漁港の整備、水産技術の指導や情報

発信、漁場の変化に対応した支援等を実施するまちづ

くり戦略計画（水産業の振興）について視察した。

東京外郭環状道路特別委員会
【日　程】

平成25年１月22日～ 23日

【視察地及び項目】

浪速国道事務所

　地域分断箇所（向井田地区）

　青山常観局

愛知国道事務所

　名古屋環状２号線

　（天白高校東交差点付近等）

国土交通省愛知国道事務所
【主な視察内容】

　浪速国道事務所では、第二京阪道路の概要と、地域

との合意形成を目指した取り組み、環境保全対策等に

ついての説明を受けた後、第二京阪道路によって地域

が分断された箇所（向井田地区）において、高架下空

間を利用して設置された公園・広場等の施設及び周辺

の大気や騒音を観測する環境監視施設を、愛知国道事

務所では、名古屋環状２号線の概要等についての説明

を受けた後、天白高校東交差点付近、黒沢台四丁目交

差点付近等において、歩道橋、遮音壁、特殊吸音ルー

バー及びソーラーパネル等について視察した。

【日　程】

平成25年１月16日～ 18日

【視察地】

札幌市

小樽市

北広島市

【視察項目】

議会運営及び代表質問制について

札　幌　市
【主な視察内容】

　札幌市では、議案質疑と一般質問を合わせて行う代

表質問を実施しており、会派所属議員数に応じ持ち時

間を決め、１定例会当たり各会派１人が60分を上限に

質問を行っている。小樽市では、会派代表質問と一般

質問の両方を行っているが、質問時間等に違いをつけ

た運営をしており、会派制を重視している本市議会に

とって参考となった。また、３市とも議案の提案説明

は市長または副市長が行っており、特に小樽市及び北

広島市の２月定例会では、市長の施政方針とともに、

教育長による教育行政執行方針が行われていた。

察視の

会員委営運議 会

視の会員委特 別 察


